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(57)【要約】
【課題】感電等の問題を生じさせず安定した電源供給を
行うことのできるようにハウジングに取り付けられた電
源コンタクトを備えるコネクタを提供すること。
【解決手段】コンタクト保持孔１４２はハウジングの後
壁部１１０を前後方向（Ｘ方向）に沿って貫通し、そこ
に電源コンタクト２００の被保持部２１０が保持されて
いる。コンタクト保持孔１４２の周囲且つ前方には被当
接部１４４が設けられており、電源コンタクト２００の
当接部２１２が前側から当接している。電源コンタクト
２００の被固定部２１６は、被保持部２１０の後方に位
置している。この被固定部２１６には凹部１１４内にお
いてＣリング（固定具）２６０が取り付けられ、それに
よって、ハウジングの一部が当接部２１２とＣリング２
６０との間に挟まれている。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、前記ハウジングに取り付けられた電源コンタクトと、前記電源コンタク
トを前記ハウジングに固定する固定具とを備えるコネクタであって、
　前記ハウジングは、後壁部と、前記後壁部を前後方向に沿って貫通するコンタクト保持
孔と、前記コンタクト保持孔の周囲且つ相手側コネクタとの嵌合側に位置する被当接部と
を有しており、
　前記電源コンタクトは、前記嵌合側から前記コンタクト保持孔に挿入保持される被保持
部と、前記被保持部の前記嵌合側とは反対側に形成された被固定部と、前記被保持部が前
記コンタクト保持孔に挿入された際に前記被当接部に当接するように前記被保持部の前記
嵌合側に形成された当接部とを有しており、
　前記固定具は、前記被固定部に取り付けられ、それによって、前記ハウジングの一部が
前記前後方向における前記当接部と前記固定具との間に挟まれる
コネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタであって、
　前記当接部は、前記前後方向と直交する面内において前記被保持部よりも大きい外形を
有する角柱状の外形を有しており、
　前記被当接部は、前記当接部の前記形状に対応する形状を有するように前記嵌合側とは
反対側に向かって窪んでおり、
　前記当接部は、回動不能となるように前記被当接部に保持されている
コネクタ。
【請求項３】
　請求項２記載のコネクタであって、
　前記当接部は、六面以上の側面を有する角柱状の形状を有している
コネクタ。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記固定具は、前記被固定部に取り付けられる金属リングである
コネクタ。
【請求項５】
　請求項４記載のコネクタであって、
　前記ハウジングの前記後壁部の後面であって前記コンタクト保持孔の周囲には前記嵌合
側に向かって凹んだ凹部が形成されており、
　前記固定具は前記凹部内において前記被固定部に取り付けられている
コネクタ。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトは、相手側となるプラグ側電源コンタクトを受容するコンタクト受
容部を有しており、
　前記前後方向と直交する面内において、前記コンタクト受容部の外形は、前記当接部の
外形よりも大きい
コネクタ。
【請求項７】
　請求項６記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトは２つあり、
　前記電源コンタクトの前記当接部は、前記前後方向と直交する横方向において互いに最
も近い位置にあり且つ互いに対向している対向面を有しており、
　前記電源コンタクトは、前記対向面同士が互いに平行となるように且つ前記横方向と直
交するように、配置されている
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コネクタ。
【請求項８】
　請求項７記載のコネクタであって、
　略角筒状の外形を有する中継コネクタを更に有しており、
　前記中継コネクタは、前記横方向において前記電源コンタクトの間に位置するように、
前記ハウジングに保持されている
コネクタ。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトは、相手側となるレセプタクル側電源コンタクトに受容される被受
容部を有しており、
　前記前後方向と直交する面内において、前記当接部の外形は、前記被受容部の外形より
も大きい
コネクタ。
【請求項１０】
　請求項９記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトの側方に位置する感電防止部を備えており、
　前記感電防止部の前端は、前記電源コンタクトの前端よりも前記嵌合側に位置している
コネクタ。
【請求項１１】
　請求項１０記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトの前端には、絶縁キャップが取り付けられており、
　前記感電防止部の前端は、前記絶縁キャップの前端よりも前記嵌合側に位置している
コネクタ。
【請求項１２】
　請求項１１記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトには、前端から前記嵌合側とは反対側に向かって延びる取付孔が形
成されており、
　前記取付孔の内側面上には被係止部が形成されており、
　前記絶縁キャップは、前記被係止部に係止する係止部と、前記係止部を弾性支持する支
持部とを有している
コネクタ。
【請求項１３】
　請求項１０乃至請求項１２のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトは２つあり、
　前記電源コンタクトの前記当接部は、前記前後方向と直交する横方向において互いに最
も近い位置にあり且つ互いに対向している対向面を有しており、
　前記電源コンタクトは、前記対向面同士が互いに平行となるように且つ前記横方向と直
交するように、配置されている
コネクタ。
【請求項１４】
　請求項１３記載のコネクタであって、
　前記ハウジングに保持される中継コネクタを更に有しており、
　前記中継コネクタは、前記横方向において前記電源コンタクトの間に位置するように、
前記ハウジングに保持されている
コネクタ。
【請求項１５】
　請求項１４記載のコネクタであって、
　前記感電防止部は、前記中継コネクタの一部として形成されている
コネクタ。
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【請求項１６】
　請求項１５記載のコネクタであって、
　前記中継コネクタの側部には、前記感電防止部として、前記電源コンタクトに向かって
突出した２つの突部が設けられている
コネクタ。
【請求項１７】
　請求項１０乃至請求項１４のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記感電防止部は、前記ハウジングの一部として形成されている
コネクタ。
【請求項１８】
　請求項１乃至請求項１７のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトには、後端から前記嵌合側に向かうネジ孔が形成されている
コネクタ。
【請求項１９】
　請求項１８記載のコネクタであって、
　前記電源コンタクトには、前端から前記ネジ孔まで通じる貫通孔が形成されている
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大電流を流す電源コンタクトを有するコネクタに関し、特に、電源コンタク
トのハウジングへの固定構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンタクトのハウジングへの固定構造としては、例えば、特許文献１や特許文献２に開
示されたものがある。
【０００３】
　特許文献１のコネクタにおいては、図１７に示されるように、コネクタの前面（嵌合面
）からコンタクトをハウジング内に圧入することにより、コンタクトをハウジングに固定
している。
【０００４】
　特許文献２のコネクタにおいては、図１８に示されるように、コンタクトをハウジング
の背面から挿入した後、コンタクトの前面（嵌合面）からＣリング（固定具）をコンタク
トの周囲に装着し、それによってコンタクトをハウジング内に固定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－９３４９０号公報
【特許文献２】特開２００３－３０８９３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１のコネクタの場合、コンタクトのハウジングに対する固定がガタつく恐れが
ある。従って、特許文献１のコンタクトを電源コンタクトに適用した場合には、安定した
電流供給上問題が生じてしまう。
【０００７】
　特許文献２のコネクタの場合、Ｃリングなどの固定具の装着作業用の大きなスペースが
コンタクトの周囲に必要となり、コンタクトの露出が多くなってしまう。従って、特許文
献２のコンタクトを電源コンタクトに適用した場合には、感電等の問題が生じる恐れがあ
る。
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【０００８】
　そこで、本発明は、感電等の問題を生じさせず安定した電源供給を行うことのできるよ
うにハウジングに取り付けられた電源コンタクトを備えるコネクタを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によれば、第１のコネクタとして、
　ハウジングと、前記ハウジングに取り付けられた電源コンタクトと、前記電源コンタク
トを前記ハウジングに固定する固定具とを備えるコネクタであって、
　前記ハウジングは、後壁部と、前記後壁部を前後方向に沿って貫通するコンタクト保持
孔と、前記コンタクト保持孔の周囲且つ相手側コネクタとの嵌合側に位置する被当接部と
を有しており、
　前記電源コンタクトは、前記嵌合側から前記コンタクト保持孔に挿入保持される被保持
部と、前記被保持部の前記嵌合側とは反対側に形成された被固定部と、前記被保持部が前
記コンタクト保持孔に挿入された際に前記被当接部に当接するように前記被保持部の前記
嵌合側に形成された当接部とを有しており、
　前記固定具は、前記被固定部に取り付けられ、それによって、前記ハウジングの一部が
前記前後方向における前記当接部と前記固定具との間に挟まれる
コネクタが得られる。
【００１０】
　また、本発明によれば、第２のコネクタとして、第１のコネクタであって、
　前記当接部は、前記前後方向と直交する面内において前記被保持部よりも大きい外形を
有する角柱状の外形を有しており、
　前記被当接部は、前記当接部の前記形状に対応する形状を有するように前記嵌合側とは
反対側に向かって窪んでおり、
　前記当接部は、回動不能となるように前記被当接部に保持されている
コネクタが得られる。
【００１１】
　また、本発明によれば、第３のコネクタとして、第２のコネクタであって、
　前記当接部は、六面以上の側面を有する角柱状の形状を有している
コネクタが得られる。
【００１２】
　また、本発明によれば、第４のコネクタとして、第１乃至第３のいずれかのコネクタで
あって、
　前記固定具は、前記被固定部に取り付けられる金属リングである
コネクタが得られる。
【００１３】
　また、本発明によれば、第５のコネクタとして、第４のコネクタであって、
　前記ハウジングの前記後壁部の後面であって前記コンタクト保持孔の周囲には前記嵌合
側に向かって凹んだ凹部が形成されており、
　前記固定具は前記凹部内において前記被固定部に取り付けられている
コネクタが得られる。
【００１４】
　また、本発明によれば、第６のコネクタとして、第１乃至第５のいずれかのコネクタで
あって、
　前記電源コンタクトは、相手側となるプラグ側電源コンタクトを受容するコンタクト受
容部を有しており、
　前記前後方向と直交する面内において、前記コンタクト受容部の外形は、前記当接部の
外形よりも大きい
コネクタが得られる。
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【００１５】
　また、本発明によれば、第７のコネクタとして、第６のコネクタであって、
　前記電源コンタクトは２つあり、
　前記電源コンタクトの前記当接部は、前記前後方向と直交する横方向において互いに最
も近い位置にあり且つ互いに対向している対向面を有しており、
　前記電源コンタクトは、前記対向面同士が互いに平行となるように且つ前記横方向と直
交するように、配置されている
コネクタが得られる。
【００１６】
　また、本発明によれば、第８のコネクタとして、第７のコネクタであって、
　略角筒状の外形を有する中継コネクタを更に有しており、
　前記中継コネクタは、前記横方向において前記電源コンタクトの間に位置するように、
前記ハウジングに保持されている
コネクタが得られる。
【００１７】
　また、本発明によれば、第９のコネクタとして、第１乃至第５のいずれかのコネクタで
あって、
　前記電源コンタクトは、相手側となるレセプタクル側電源コンタクトに受容される被受
容部を有しており、
　前記前後方向と直交する面内において、前記当接部の外形は、前記被受容部の外形より
も大きい
コネクタが得られる。
【００１８】
　また、本発明によれば、第１０のコネクタとして、第９のコネクタであって、
　前記電源コンタクトの側方に位置する感電防止部を備えており、
　前記感電防止部の前端は、前記電源コンタクトの前端よりも前記嵌合側に位置している
コネクタが得られる。
【００１９】
　また、本発明によれば、第１１のコネクタとして、第１０のコネクタであって、
　前記電源コンタクトの前端には、絶縁キャップが取り付けられており、
　前記感電防止部の前端は、前記絶縁キャップの前端よりも前記嵌合側に位置している
コネクタが得られる。
【００２０】
　また、本発明によれば、第１２のコネクタとして、第１１のコネクタであって、
　前記電源コンタクトには、前端から前記嵌合側とは反対側に向かって延びる取付孔が形
成されており、
　前記取付孔の内側面上には被係止部が形成されており、
　前記絶縁キャップは、前記被係止部に係止する係止部と、前記係止部を弾性支持する支
持部とを有している
コネクタが得られる。
【００２１】
　また、本発明によれば、第１３のコネクタとして、第１０乃至第１２のいずれかのコネ
クタであって、
　前記電源コンタクトは２つあり、
　前記電源コンタクトの前記当接部は、前記前後方向と直交する横方向において互いに最
も近い位置にあり且つ互いに対向している対向面を有しており、
　前記電源コンタクトは、前記対向面同士が互いに平行となるように且つ前記横方向と直
交するように、配置されている
コネクタが得られる。
【００２２】
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　また、本発明によれば、第１４のコネクタとして、第１３のコネクタであって、
　前記ハウジングに保持される中継コネクタを更に有しており、
　前記中継コネクタは、前記横方向において前記電源コンタクトの間に位置するように、
前記ハウジングに保持されている
コネクタが得られる。
【００２３】
　また、本発明によれば、第１５のコネクタとして、第１４のコネクタであって、
　前記感電防止部は、前記中継コネクタの一部として形成されている
コネクタが得られる。
【００２４】
　また、本発明によれば、第１６のコネクタとして、第１５のコネクタであって、
　前記中継コネクタの側部には、前記感電防止部として、前記電源コンタクトに向かって
突出した２つの突部が設けられている
コネクタが得られる。
【００２５】
　また、本発明によれば、第１７のコネクタとして、第１０乃至第１４のいずれかのコネ
クタであって、
　前記感電防止部は、前記ハウジングの一部として形成されている
コネクタが得られる。
【００２６】
　また、本発明によれば、第１８のコネクタとして、第１乃至第１７のいずれかのコネク
タであって、
　前記電源コンタクトには、後端から前記嵌合側に向かうネジ孔が形成されている
コネクタが得られる。
【００２７】
　また、本発明によれば、第１９のコネクタとして、第１８のコネクタであって、
　前記電源コンタクトには、前端から前記ネジ孔まで通じる貫通孔が形成されている
コネクタが得られる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、ハウジングの後壁部の後面側に位置する固定具と後壁部の前面側に位
置する当接部とにより後壁部を挟み込むことでハウジングに対して電源コンタクトを固定
していることから、電源コンタクトの周囲に固定具取付作業用のスペースを設ける必要が
なく、従って、電源コンタクトによる感電を防止するのに適する構造とすることができる
。
【００２９】
　特に、電源コンタクトの当接部を角柱状の形状とすることによりハウジングに固定され
た電源コンタクトが回転してしまうことを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施の形態によるコネクタ対を蓄電池モジュールのインタフェースとし
て備えるシステムを概略的に示す斜視図である。
【図２】図１のシステムに用いられるコネクタ対を示す斜視図である。
【図３】図２のコネクタ対の電源コンタクトとその近傍を示す断面図である。
【図４】図２のコネクタ対の信号コンタクトとその近傍を示す断面図である。
【図５】図２コネクタ対の一方を構成するレセプタクルを示す斜視図である。
【図６】図５のレセプタクルを示す分解斜視図である。
【図７】図５のレセプタクルを示す上面図である。
【図８】図７のレセプタクルをVIII--VIII線に沿って示す断面図である。
【図９】図２コネクタ対の一方を構成するプラグを示す斜視図である。



(8) JP 2012-134063 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

【図１０】図９のプラグを示す分解斜視図である。
【図１１】図９のプラグを示す上面図である。
【図１２】図９のプラグを示す正面図である。
【図１３】図１２のプラグをXIII--XIII線に沿って示す断面図である。
【図１４】図１３のプラグに含まれる絶縁キャップとその近傍を拡大して示す断面図であ
る。
【図１５】図９のプラグの変形例を示す斜視図である。
【図１６】図１５のプラグの電源コンタクトとその近傍を拡大して示す正面図である。
【図１７】特許文献１のコネクタを示す断面図である。
【図１８】特許文献２のコネクタを示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図１を参照すると、本発明の実施の形態によるコネクタ対は、蓄電池モジュール１を備
えるシステムに利用されるものであり、蓄電池１０を収容するモジュールボックス２０に
取り付けられたレセプタクル（コネクタ）３０と、パネル４０に取り付けられたプラグ（
コネクタ）５０とを備えている。レセプタクル３０及びプラグ５０は、後述するように電
源コンタクト（２００及び７００）を備えている。これら電源コンタクトは、例えば使用
電流が１００Ａ以上の大電流用コンタクトとして用いられるものである。
【００３２】
　図１乃至図４から理解されるように、コネクタ対を構成するレセプタクル３０とプラグ
５０とは、Ｘ方向（前後方向）において互いに嵌合抜去することができる。以下において
は、レセプタクル３０及びプラグ５０のいずれについても、相手側コネクタとの嵌合側を
前側とし、その反対側を後側とする。即ち、レセプタクル３０の場合、＋Ｘ方向が前方で
あり、－Ｘ方向が後方である。一方、プラグ５０の場合、－Ｘ方向が前方であり、＋Ｘ方
向が後方である。以下、レセプタクル３０及びプラグ５０の夫々について図面を参照して
詳細に説明する。
【００３３】
　図５乃至図８に示されるように、本実施の形態によるレセプタクル３０は、絶縁体から
なるハウジング１００と、金属からなる２つの電源コンタクト（レセプタクル側電源コン
タクト）２００と、金属からなる２つのスプリング２５０と、弾性体からなる環状のシー
ル部材３００と、金属からなるＣリング（固定具）２６０と、中継コネクタ（レセプタク
ル側中継コネクタ）４００とを備えている。Ｃリング２６０は、Ｅリング等の他の金属リ
ングであってもよいし、他の固定具であってもよい。但し、Ｘ方向におけるサイズが小さ
いことを考慮すると他の固定具であるよりは金属リングであることが好ましく、更に、固
定具としての性能を考慮するとＥリング等であるよりはＣリングであることが好ましい。
【００３４】
　図６乃至図８から理解されるように、ハウジング１００は、後壁部１１０と、後壁部１
１０から前方に延びる被囲い部１２０と、被囲い部１２０から更に前方に延びる２つのコ
ンタクト外周部１４０と、２つのコンタクト外周部１４０の間に位置する中継コネクタ外
周部１５０と、後壁部１１０から前方に延びる囲い部１６０と、囲い部１６０の前端を構
成するフランジ１６５とを有している。ここで、フランジ１６５は、レセプタクル３０を
モジュールボックス２０に取り付ける際に用いられる。
【００３５】
　図６及び図８から理解されるように、後壁部１１０には、後壁部１１０を前後方向に沿
って貫通する２つのコンタクト保持孔１４２及び中継コネクタ保持孔１５２とが形成され
ている。コンタクト保持孔１４２は、ＹＺ平面内においてコンタクト外周部１４０内に位
置しており、中継コネクタ保持孔１５２はＹＺ平面内において中継コネクタ外周部１５０
内に位置している。
【００３６】
　図８に示されるように、コンタクト保持孔１４２の周囲且つ前方には被当接部１４４が
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設けられている。図示された被当接部１４４は、正六角柱形状を有する穴であり、後方に
向かって窪んでいる。被当接部１４４の外形は、コンタクト保持孔１４２の外形よりも大
きく、従って、被当接部１４４とコンタクト保持孔１４２との境界部分には前方に向かう
面（被当接面）が形成されている。
【００３７】
　図８に示されるように、コンタクト保持孔１４２の周囲且つ後方であって後壁部１１０
の後面１１０ｂには、前方に向かって凹んだ凹部１１４が設けられている。この凹部１１
４は、Ｃリング２６０の取り付け作業時の冶具操作用のスペースである。この凹部１１４
は、後壁部１１０の後面１１０ｂといった作業しやすい個所に設けられていることから、
そのサイズを必要最小限に抑えることができる。
【００３８】
　図８に示されるように、被囲い部１２０の周囲１２０ｐには、Ｘ方向と直交する方向（
囲い部１６０に向かう方向）へ突出したシールストッパ１３４が複数設けられている。ま
た、後壁部１１０には、前面１１０ｆから後方に向かって凹んだ溝部１３６が形成されて
いる。シール部材３００は、Ｘ方向においてシールストッパ１３４と溝部１３６との間に
挟まれるように被囲い部１２０の周囲１２０ｐに取り付けられている。このため、シール
部材３００は、Ｘ方向への移動が規制されている。
【００３９】
　図８から理解されるように、囲い部１６０は、被囲い部１２０とシールストッパ１３４
とをＹＺ平面内において囲っている。この囲い部１６０の前端であるフランジ１６５は、
コンタクト外周部１４０及び中継コネクタ外周部１５０よりも後方に位置している。換言
すると、特に、図７に示されるように、コンタクト外周部１４０と中継コネクタ外周部１
５０とは、囲い部１６０よりも前方に突出している。更に、コンタクト外周部１４０は、
中継コネクタ外周部１５０よりも前方に突出している。
【００４０】
　図６及び図８を参照すると、電源コンタクト２００は、筒状の形状を有しており、相手
側となるプラグ５０の電源コンタクト７００（後述：プラグ側電源コンタクト）を受容す
るコンタクト受容部２０２と、後端２００ｂから前方に向かうネジ孔２０６とが形成され
ている。このネジ孔２０６は、バスバー（図示せず）への接続に使用される。コンタクト
受容部２０２は、前端２００ｆからネジ孔２０６まで通じる貫通孔であり、コンタクト受
容部２０２の前端にはスプリング２５０の取り付け用の被取付部２０４が設けられている
。電源コンタクト２００は、前端２００ｆから後端２００ｂまでコンタクト受容部２０２
及びネジ孔２０６により貫通していることから、メッキ作業時におけるメッキ不良の発生
を低減することができる。尚、電流容量が低くても良い場合などにおいては、コンタクト
受容部２０２のザグリ深さを長くするなどして、電源コンタクト２００の軽量化を図って
も良い。
【００４１】
　電源コンタクト２００は、コンタクト保持孔１４２に保持される被保持部２１０と、被
保持部２１０の前側に設けられた当接部２１２と、被保持部２１０の後側に形成された被
固定部２１６とを有している。
【００４２】
　被保持部２１０は、コンタクト保持孔１４２に対応する外形を有している。この被保持
部２１０をコンタクト保持孔１４２に前側から（即ち、この例の場合、－Ｘ方向に沿って
）挿入することにより、電源コンタクト２００はハウジング１００に保持される。
【００４３】
　当接部２１２は、被保持部２１０がコンタクト保持孔１４２に挿入された際に被当接部
１４４に当接する部位である。特に、本実施の形態における当接部２１２は、被当接部１
４４に対応する六角柱形状を有しており、被当接部１４４に受容される。当接部２１２の
外形と被当接部１４４の形状とが対応していることから、当接部２１２が被当接部１４４
に受容されると、電源コンタクト２００は回動不能となる。なお、この当接部２１２は、
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ＹＺ平面内においてコンタクト受容部２０２の外形よりも小さい。
【００４４】
　被固定部２１６は、電源コンタクト２００の径方向中心に向かって凹んだ溝である。被
固定部２１６を構成する溝の前側面は、当接部２１２が被当接部１４４に当接した状態に
おいて凹部１１４の前面と面一になっている。また、被固定部２１６を構成する溝の幅（
Ｘ方向における長さ）は、Ｃリング２６０の厚みに対応している。当接部２１２が被当接
部１４４に当接した状態で被固定部２１６に対してＣリング２６０を取り付けると、当接
部２１２とＣリング２６０とでハウジング１００の一部を挟み込むこととなり、それによ
って電源コンタクト２００がハウジング１００に保持固定される。
【００４５】
　この電源コンタクト２００は、被保持部２１０をコンタクト保持孔１４２に挿入保持さ
れた状態において、被固定部２１６及び後端２００ｂを除き、コンタクト外周部１４０に
覆われている。また、図６から理解されるように、２つの電源コンタクト２００の夫々の
当接部２１２の側面のうちＹ方向（横方向）において互いに最も近い位置にある側面であ
る対向面２１４同士が互いに平行となるように且ついずれもＹ方向と直交するように、２
つの電源コンタクト２００は配置されている（図１２の電源コンタクト７００を参照）。
対向面２１４を平行配置する（即ち、それに併せて被当接部１４４を配置する）こととし
たため、ハウジング１００に中継コネクタ保持孔１５２を形成した場合であっても極端に
肉厚の薄いところは生じない。即ち、ハウジング１００の強度が確保されている。
【００４６】
　図６に示されるように、中継コネクタ４００は、中継ハウジング４１０と、ケーブルを
接続されると共に中継ハウジング４１０に保持される信号コンタクト４２０とを備えてい
る。本実施の形態において信号コンタクト４２０は、ソケットコンタクトである。この中
継コネクタ４００は、図５乃至図７から理解されるように、ハウジング１００の後壁部１
１０の後面１１０ｂ側から中継コネクタ保持孔１５２内に挿入され、中継コネクタ保持孔
１５２内に着脱自在に保持される。この状態において、中継コネクタ外周部１５０は、少
なくとも前端において中継コネクタ４００（中継ハウジング４１０）との間に隙間を有す
るようにして設けられている。
【００４７】
　図９乃至図１３に示されるように、本実施の形態によるプラグ５０は、絶縁体からなる
ハウジング６００と、金属からなる２つの電源コンタクト（プラグ側電源コンタクト）７
００と、絶縁体からなる２つの絶縁キャップ７５０と、金属からなるＣリング（固定具）
７６０と、中継コネクタ（プラグ側中継コネクタ）９００とを備えている。Ｃリング７６
０は、Ｃリング２６０と同様に、Ｅリング等の他の金属リングであってもよいし、他の固
定具であってもよい。
【００４８】
　図９乃至図１３に示されるように、ハウジング６００は、後壁部６１０と、後壁部６１
０の前面６１０ｆから前方に延びる保護部６６０とを有している。保護部６６０のＸ方向
中ほどにはＹＺ平面内において外側に張り出したフランジ６６５が形成されている。この
フランジ６６５は、プラグ５０をパネル４０に固定する際に用いられる（図１参照）。
【００４９】
　図９、図１０、図１２及び図１３から理解されるように、ハウジング６００には、保護
部６６０内に設けられた２つのコンタクト収容部６４０と、後壁部６１０をＸ方向におい
て貫通する２つのコンタクト保持孔６４２と、保護部６６０及び後壁部６１０を貫通する
中継コネクタ保持孔６５２とが形成されている。コンタクト収容部６４０はＹＺ平面内に
おいてコンタクト保持孔６４２よりも大きな外形を有している。コンタクト収容部６４０
とコンタクト保持孔６４２とは、後述する被当接部６４４と共に、ハウジング６００をＸ
方向において貫通している。
【００５０】
　図１２及び図１３から理解されるように、コンタクト保持孔６４２の周囲且つ前方には
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被当接部６４４が設けられている。即ち、本実施の形態による被当接部６４４は、Ｘ方向
においてコンタクト保持孔６４２とコンタクト収容部６４０との間に位置している。図示
された被当接部６４４は、正六角柱形状を有する穴であり、後方に向かって窪んでいる。
ＹＺ平面内において被当接部６４４の外形はコンタクト保持孔６４２の外形よりも大きく
、従って、被当接部６４４とコンタクト保持孔６４２との境界部分には前方に向かう面（
被当接面）が形成されている。また、ＹＺ平面内において被当接部６４４の外形はコンタ
クト収容部６４０の外形よりも小さく、従って、被当接部６４４の外形はハウジング６０
０の前端側から見て確認することができる。
【００５１】
　図１３に示されるように、コンタクト保持孔６４２の周囲且つ後方であって後壁部６１
０の後面６１０ｂには、前方に向かって凹んだ凹部６１４が設けられている。この凹部６
１４は、Ｃリング２６０に対する凹部１１４と同様、Ｃリング７６０の取り付け作業時の
冶具操作用のスペースである。
【００５２】
　図１０、図１２及び図１３に示されるように、コンタクト収容部６４０と中継コネクタ
保持孔６５２との間には、感電防止部６２０が設けられている。本実施の形態による感電
防止部６２０は、中継コネクタ保持孔６５２の側壁の形態を採っており、コンタクト収容
部６４０内に指が入る可能性を低減している。
【００５３】
　図１０、図１２及び図１３を参照すると、電源コンタクト７００は、ピストル弾状の形
状を有しており、前端７００ｆから後方に向かって窪んだ取付孔７０４と、後端７００ｂ
から前方に向かうネジ孔７０６と、取付孔７０４とネジ孔７０６とを連通する連通孔７０
８とが形成されている。ここで、ネジ孔７０６はバスバー（図示せず）への接続に用いら
れる。
【００５４】
　取付孔７０４と連通孔７０８とは、前端７００ｆからネジ孔７０６まで通じる貫通孔を
構成している。即ち、電源コンタクト７００は、前端７００ｆから後端７００ｂまで取付
孔７０４、連通孔７０８及びネジ孔７０６により貫通していることから、メッキ作業時に
おけるメッキ不良の発生を低減することができる。なお、電流容量が低くてもよい場合な
どにおいては、連通孔７０８を大きくするなどして、電源コンタクト７００の軽量化を図
ることもできる。なお、取付孔７０４の内側面上には、図１４に示されるように、径方向
外側に向かって凹んだ被係止部（係止溝）７０５が形成されている。
【００５５】
　図１３に最も良く示されるように、電源コンタクト７００は、相手側となるレセプタク
ル３０の電源コンタクト（レセプタクル側電源コンタクト）２００のコンタクト受容部２
０２に受容される被受容部７０２と、被受容部７０２の後側に設けられた当接部７１２と
、当接部７１２の後側に設けられた被保持部７１０と、被保持部７１０の後側に設けられ
た被固定部７１６とを有している。
【００５６】
　被保持部７１０は、コンタクト保持孔６４２に保持される部位である。この被保持部７
１０を前側から（即ち、この例の場合、＋Ｘ方向に沿って）コンタクト保持孔６４２に挿
入することにより、電源コンタクト７００はハウジング６００に保持される。
【００５７】
　当接部７１２は、被保持部７１０がコンタクト保持孔６４２に挿入された際に被当接部
６４４に当接する部位である。特に、本実施の形態における当接部７１２は、被当接部６
４４に対応する六角柱形状を有しており、被当接部６４４に受容される。当接部７１２の
外形と被当接部６４４の形状とが対応していることから、当接部７１２が被当接部６４４
に受容されると、電源コンタクト７００は回動不能となる。更に、当接部７１２は、ＹＺ
平面内において被受容部７０２よりも大きな外形を有しており、従って、プラグ５０をそ
の前方から見た場合に、当接部７１２をコンタクト収容部６４０を通して視認することが
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できる。
【００５８】
　ここで、図１２に最も良く示されているように、２つの電源コンタクト７００の夫々の
当接部７１２の側面のうちＹ方向（横方向）において互いに最も近い位置にある側面であ
る対向面７１４同士が互いに平行となるように且ついずれもＹ方向と直交するように、２
つの電源コンタクト７００は配置されている。対向面７１４を平行配置する（即ち、それ
に併せて被当接部６４４を配置する）こととしたため、ハウジング６００に中継コネクタ
保持孔６５２を形成した場合であっても極端に肉厚の薄いとこは生じない。即ち、ハウジ
ング６００の強度が確保されている。
【００５９】
　図１３に示されるように、被固定部７１６は、電源コンタクト７００の径方向中心に向
かって凹んだ溝である。被固定部７１６を構成する溝の前側面は、当接部７１２が被当接
部６４４に当接した状態において凹部６１４の前面と面一になっている。また、被固定部
７１６を構成する溝の幅（Ｘ方向における長さ）は、Ｃリング７６０の厚みに対応してい
る。当接部７１２が被当接部６４４に当接した状態で被固定部７１６に対してＣリング７
６０を取り付けると、当接部７１２とＣリング７６０とでハウジング６００の一部を挟み
込むこととなり、それによって電源コンタクト７００がハウジング６００に保持固定され
る。
【００６０】
　図１３に示されるように、電源コンタクト７００がハウジング６００に保持された状態
において、電源コンタクト７００の前端７００ｆは、コンタクト収容部６４０内に位置し
ている。即ち、電源コンタクト７００の前端７００ｆは、感電防止部６２０の前端６２０
ｆよりも後側に位置している。従って、プラグ５０は感電しにくい構造となっている。
【００６１】
　特に本実施の形態においては、更なる感電防止のため、絶縁キャップ７５０が設けられ
ている。詳しくは、図１４に示されるように、絶縁キャップ７５０は、Ｘ方向と直交する
方向へ突出した係止部７５２と、係止部７５２を弾性支持する支持部７５４とを備えてい
る。この絶縁キャップ７５０は、電源コンタクト７００の前端７００ｆ側から取付孔７０
４内に挿入され、係止部７５２が被係止部７０５に係止することにより、電源コンタクト
７００の前端７００ｆに取り付けられている。電源コンタクト７００の前端７００ｆに取
り付けられた状態において、本実施の形態による絶縁キャップ７５０の前端７５０ｆは、
図１３に示されるように、コンタクト収容部６４０内に位置している。即ち、絶縁キャッ
プ７５０の前端７５０ｆは、感電防止部６２０の前端６２０ｆよりも後側に位置している
。従って、プラグ５０は、絶縁キャップ７５０を有しない場合や絶縁キャップ７５０が感
電防止部６２０よりも前方に突出している場合と比較して、更に感電しにくい構造となっ
ている。
【００６２】
　図１０に示されるように、中継コネクタ９００は、中継ハウジング９１０と、ケーブル
を接続されると共に中継ハウジング９１０に保持される信号コンタクト９２０とを備えて
いる。図４に示されるように、中継コネクタ９００は、プラグ５０とレセプタクル３０の
嵌合時に、中継コネクタ４００と接続されるものである。図４、図６及び図１０から理解
されるように、本実施の形態における信号コンタクト９２０は、ソケットコンタクトたる
信号コンタクト４２０に挿入接続されるピンコンタクトである。この中継コネクタ９００
は、図９乃至図１３から理解されるように、ハウジング６００の後壁部６１０の後面６１
０ｂ側から中継コネクタ保持孔６５２内に挿入され、着脱自在に保持される。
【００６３】
　上述した実施の形態においては、固定具たるＣリング２６０及び７６０をレセプタクル
３０及びプラグ５０のハウジング１００及び６００の後側から取り付けることとしたため
、冶具作業用のスペースを最小限とすることができる上、ハウジング１００及び６００の
前面側に不要なスペースを有さないので、感電防止の観点で優れた構造を有している。
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【００６４】
　また、当接部２１２及び７１２の外形を非円形とした上で、被当接部１４４及び６４４
との外形をその当接部２１２及び７１２の外形に対応する形状としたことから、電源コン
タクト２００及び７００に対するバスバー（図示せず）取り付け時などにおいて電源コン
タクト２００及び７００が意図せず回転してしまうことを防止することができる。
【００６５】
　なお、上述した実施の形態において電源コンタクト２００の当接部２１２は、正六角柱
状の形状を有していたが、本発明はこれに限定されるわけではなく、電源コンタクト２０
０がその軸の周りに回転してしまうことを防止できる形状であれば、例えば、三角、四角
等の角柱形状や、トラック形状、或いは楕円形状等の他の形状であってもよい。但し、ハ
ウジング１００の強度とサイズとを考慮すると、側面を六面以上有するような角柱状の形
状とすることが好ましい。また、回転防止を他の手段により実現する場合、Ｃリング（固
定具）２６０と後壁部１１０を挟持できるものであればよいが、レセプタクル３０の小型
化を考えると、本実施の形態のようにすることが好ましい。電源コンタクト７００の当接
部７１２についても、電源コンタクト２００の当接部２１２と同様の変形を加えることが
できる。
【００６６】
　また、上述したプラグ５０において、感電防止部６２０は、中継コネクタ保持孔６５２
の側壁の形態を採っているが、本発明はこれに限定されるわけではない。例えば、図１５
及び図１６に示されるプラグ５０ａのように、感電防止部をハウジング６００ａではなく
、中継コネクタ９００ａの中継ハウジング９１０ａに設けることとしてもよい。図示され
たハウジング６００ａは、中継コネクタ９００ａの側方に内隔壁を有していない。その代
わり、中継ハウジング９１０ａの側部には、絶縁キャップ７５０（即ち、電源コンタクト
７００）に向かって突出した２つの突部９１２が設けられている。これらの２つ突部９１
２は、Ｚ方向において離間して設けられており、感電防止部として機能している。
【符号の説明】
【００６７】
　　　１　　　　蓄電池モジュール
　　１０　　　　蓄電池
　　２０　　　　モジュールボックス
　　３０　　　　レセプタクル（コネクタ）
　　４０　　　　パネル
　　５０，５０ａ　　　　プラグ（コネクタ）
　１００　　　　ハウジング
　１１０　　　　後壁部
　１１０ｆ　　　前面
　１１０ｂ　　　後面
　１１４　　　　凹部
　１２０　　　　被囲い部
　１２０ｐ　　　周囲
　１３４　　　　シールストッパ
　１３６　　　　溝部
　１４０　　　　コンタクト外周部
　１４２　　　　コンタクト保持孔
　１４４　　　　被当接部
　１５０　　　　中継コネクタ外周部
　１５２　　　　中継コネクタ保持孔
　１６０　　　　囲い部
　１６５　　　　フランジ
　２００　　　　電源コンタクト（レセプタクル側電源コンタクト）
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　２００ｆ　　　前端
　２００ｂ　　　後端
　２０２　　　　コンタクト受容部
　２０４　　　　被取付部
　２０６　　　　ネジ孔
　２１０　　　　被保持部
　２１２　　　　当接部
　２１４　　　　対向面
　２１６　　　　被固定部
　２５０　　　　スプリング
　２６０　　　　Ｃリング（固定具）
　３００　　　　シール部材
　４００　　　　中継コネクタ（レセプタクル側中継コネクタ）
　４１０　　　　中継ハウジング
　４２０　　　　信号コンタクト
　６００，６００ａ　　　　ハウジング
　６１０　　　　後壁部
　６１０ｆ　　　前面
　６１０ｂ　　　後面
　６１４　　　　凹部
　６２０　　　　感電防止部
　６２０ｆ　　　前端
　６４０　　　　コンタクト収容部
　６４２　　　　コンタクト保持孔
　６４４　　　　被当接部
　６５２　　　　中継コネクタ保持孔
　６６０　　　　保護部
　６６５　　　　フランジ
　７００　　　　電源コンタクト（プラグ側電源コンタクト）
　７００ｆ　　　前端
　７００ｂ　　　後端
　７０２　　　　被受容部
　７０４　　　　取付孔
　７０５　　　　被係止部
　７０６　　　　ネジ孔
　７０８　　　　連通孔
　７１０　　　　被保持部
　７１２　　　　当接部
　７１４　　　　対向面
　７１６　　　　被固定部
　７５０　　　　絶縁キャップ
　７５０ｆ　　　前端
　７５２　　　　係止部
　７５４　　　　支持部
　７６０　　　　Ｃリング（固定具）
　９００，９００ａ　　　　中継コネクタ（プラグ側中継コネクタ）
　９１０，９１０ａ　　　　中継ハウジング
　９１２　　　　突部
　９２０　　　　信号コンタクト
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